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計理論 を構築 した｡皮膚拡散モデル解析 に基づ き,吸収促進剤 トgeranylazacycloheptan-2-one
(GACH)の促進効果 を対象薬物の物性 と関連づけて整理すると,オクタノール/水間分配係数






皮吸収動態に対 しin vivo条件下での親薬物-の変換過程を考慮 した総合的な検討を行うことを目的とし
てdeconvolution解析法を考案 し,ラットにacyclovirプロドラッグを経皮投与後の尿中排壮動態に本法
を適用 して得た吸収プロファイルをモデル解析することにより,薬物吸収のinvivo/invitro相関を代謝
過程を含めて定量的に解析することに成功した｡以上の結果を踏まえ,皮膚中代謝がプロドラッグの経皮
吸収動態に及ぼす影響を,皮膚拡散モデルに基づ くシミュレーションと代謝速度の異なる各種プロドラッ
グを用いた実証的検討の両面から解析 した結果,脂溶性および親薬物との変換速度と皮膚透過性を総合的
に関連づけることが可能となった｡
以上,著者は皮膚拡散モデル解析を基盤とした吸収動態予測に基づき,プロドラッグ修飾と吸収促進剤
適用を組み合わせた新 しい吸収促進理論を構築し,その有用性を明らかにした｡
よって,本論文は博士 (薬学)の論文として価値あるものと認める｡
更に,平成 9年3月3日論文内容とそれに関連した口頭試問を行った結果合格と認めた｡
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